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は
じ
め
に

二
〇
二
二
年
五
月
二
三
日
、
ペ
ン
ギ
ン
・
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
か
ら
「
燃
え
な
い
」
素
材
で
で
き
た
『
侍
女

の
物
語
』
の
特
別
版
が
、
サ
ザ
ビ
ー
ズ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
、
一
三
万
ド
ル
（
日
本
円
で
約
一
八

〇
〇
万
円
）
で
落
札
さ
れ
た
。
そ
の
売
上
金
は
「
言
論
の
自
由
」「
表
現
の
自
由
」
を
守
る
た
め
の
資
金
と

し
て
ア
メ
リ
カ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
寄
付
さ
れ
る
と
い
う
（M

ufarech

）。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
自
身

が
こ
の
企
画
の
主
導
者
で
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
に
登
場
し
、
火
炎
放
射
器
で
自
著
を
焼
く
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
て
い
る
。『
侍
女
の
物
語
』
で
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
起
こ
り
う
る
近
未
来
の
デ

ィ
ス
ト
ピ
ア
で
は
な
く
、
ま
す
ま
す
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
帯
び
て
き
て
い
る
い
ま
、
こ
の
本
が
ア
メ
リ
カ

で
禁
書
、
焚
書
の
対
象
と
な
る
日
も
そ
う
遠
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ト
ウ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、『
侍
女

の
物
語
』
は
こ
れ
ま
で
も
独
裁
政
権
下
の
国
で
、
ま
た
学
校
や
図
書
館
で
発
禁
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

序―
―
二
〇
二
三
年
、『
侍
女
の
物
語
』
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
問
う
　
加
藤
め
ぐ
み
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と
い
う
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
調
査
で
は
、
二
〇
二
一
年
、
二
六
州
、
八
六
も
の
学
区
で
、
有

色
人
種
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
関
連
の
一
五
八
六
冊
の
書
籍
が
禁
止
に
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（Penguin 

R
andom

 H
ouse

）。
そ
ん
な
言
論
・
思
想
統
制
へ
の
危
機
感
を
、
彼
女
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
種
の
「
笑

い
」
に
換
え
な
が
ら
、
仮
に
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
の
『
華
氏
４
５
１
度
』
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
書
物
が
焚

書
の
対
象
と
な
る
日
が
来
て
も
生
き
延
び
て
ほ
し
い
と
、『
侍
女
の
物
語
』
の
「
燃
え
な
い
」
版
を
売
り
込

む
ア
ト
ウ
ッ
ド
。
こ
の
華
氏
二
二
〇
〇
度
の
炎
に
も
耐
え
う
る
『
侍
女
の
物
語
』
は
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
言
葉

が
ど
ん
な
圧
力
に
も
屈
し
な
い
力
強
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
換メ
ト
ニ
ミ
ー喩と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
古
典
と
し
て
の
『
侍
女
の
物
語
』

『
侍
女
の
物
語
』
の
「
政
治
性
」
が
危
険
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
ア

ト
ウ
ッ
ド
は
『
侍
女
の
物
語
』
を
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
描
い
た
近
未
来
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
世
界
の
舞
台
と
な
る

一
九
八
四
年
に
書
き
は
じ
め
た
。
一
九
八
五
年
の
発
売
当
初
は
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
な

く
、
同
時
代
の
政
治
批
判
と
い
う
よ
り
も
近
未
来
の
全
体
主
義
国
家
の
恐
怖
政
治
を
描
い
た
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
（
ス
ペ
キ
ュ
レ
イ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
と
し
て
反
響
を
呼
び
、
カ
ナ
ダ
総
督
文
学
賞
、
ア
ー
サ

ー
・
Ｃ
・
ク
ラ
ー
ク
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
の
高
い
評
価
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
バ

ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
が
力
を
持
ち
は
じ
め
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
の
状
況
に

対
す
る
危
機
感
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
が
、「
現
実
世
界
の
批
判
の

書
」、『
一
九
八
四
年
』
の
女
性
版
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
「
古
典
」
と
し
て
一
気
に
読
者
の

心
を
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
七
年
、
排
外
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
女
性
蔑
視
を
露あ
ら

わ
に
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し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
一
九
八
四
年
』
と

と
も
に
、
全
体
主
義
国
家
の
支
配
体
制
に
抗あ
ら
がう

極
め
て
「
政
治
的
」
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
と
し
て
注
目
を

集
め
、
さ
ら
に
同
年
は
じ
ま
っ
た
Ｍ
Ｇ
Ｍ
とH

ulu

の
共
同
制
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
『
ハ
ン
ド
メ
イ

ズ
・
テ
イ
ル
／
侍
女
の
物
語
』
の
影
響
力
も
大
き
く
、
出
版
か
ら
三
〇
年
あ
ま
り
の
と
き
を
経
て
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
赤
い
マ
ン
ト
に
白
い
フ
ー
ド
の
〈
侍
女
〉
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・

プ
ロ
テ
ス
ト
文
化
の
な
か
で
家
父
長
制
に
お
け
る
女ミ
ソ
ジ
ニ
ー

性
嫌
悪
、
女
性
蔑
視
に
対
す
る
「
抵
抗
」
を
象
徴
す
る

ア
イ
コ
ン
と
な
り
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
〈
侍
女
〉
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
街
に
繰
り
出
し
、

反
ト
ラ
ン
プ
を
掲
げ
る
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
や#M

eToo

運
動
、
反
中
絶
廃
止
運
動
な
ど
で
抗
議

行
動
を
行
な
っ
た
。
こ
の
『
侍
女
の
物
語
』
ブ
ー
ム
の
盛
り
上
が
り
の
お
蔭
で
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ

ー
の
な
か
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
自
体
が
商
業
的
に
も
政
治
的
に
も
す
っ
か
り
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化
」
さ
れ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（D

am

）。
そ
し
て
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
原
作
も
、
作
者
の
手
を
離
れ
て
四
〇
以
上
の
言

語
に
翻
訳
さ
れ
、
ド
ラ
マ
、
映
画
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ノ
ベ
ル
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
な
ど
の
翻
案
作
品
と
し

て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
増
殖
し
、
流
通
、
消
費
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
ノ
ー
ト
や
エ
コ
バ
ッ
グ
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
マ
ス
ク
な
ど
の
関
連
グ
ッ
ズ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
充
実
し
て
、『
侍
女
の
物
語
』
／
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
は
い
ま
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ア
ト
ウ
ッ
ド
自
身
、
大
い
に
楽
し
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
冒
頭
の
よ

う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
辞
さ
な
い
し
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
に
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。「
人
類
史
上
前
例
の
な
い
で
き
ご
と
は
作
中
に
登
場
さ
せ
な
い
」（『
誓
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願
』418

六
七
二
）
と
い
う
原
作
小
説
の
基
本
方
針
を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う
点
以
外
、
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
や
脚
色
は
ブ
ル
ー
ス
・
ミ
ラ
ー
ら
の
製
作
陣
に
委
ね
て
い
る
と
い
う
が
、
逆
に
ア
ト
ウ
ッ
ド
は
ド
ラ
マ
で

描
か
れ
た
『
侍
女
の
物
語
』
の
続
き
の
物
語
か
ら
刺
激
を
受
け
、
ア
ン
・
ダ
ウ
ト
が
演
じ
る
リ
デ
ィ
ア
小
母

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
続
編
の
『
誓
願
』
を
執
筆
し
た
と
い
う
。
女
性
た
ち
の
連
帯
に
よ
る
デ
ィ
ス
ト
ピ

ア
の
終
焉
へ
の
青
写
真
を
描
い
て
ブ
ッ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た
『
誓
願
』
は
、
シ
ー
ズ
ン
６
で
『
ハ
ン
ド
メ
イ

ズ
・
テ
イ
ル
／
侍
女
の
物
語
』
が
完
結
し
た
の
ち
、
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
ド
ラ
マ
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る

（H
ill-Paul

）。

二
〇
二
二
年
七
月
、「
ロ
ー
対
ウ
ェ
イ
ド
判
決
」
を
覆
し
た
「〈
侍
女
〉
の
国
」
ア
メ
リ
カ

『
誓
願
』
の
出
版
後
、
四
年
あ
ま
り
の
間
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
、
戦
争
と

い
っ
た
悪
夢
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
起
こ
り
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
マ
ッ
ド
ア
ダ
ム
三
部
作
で
架
空
の
世
界
で
の
出
来
事

と
し
て
描
い
た
は
ず
の
世
界
規
模
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
ま
で
も
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
書
く
と
十
数
年
後
に
は
実
現
す
る
と
い
う
彼
女
の
「
予
知
」
能
力
が
ま
た
し
て
も
実
証

さ
れ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
（
鴻
巣
、
四
五
―
四
六
）。
し
か
し
そ
れ
は
「
予
言
（prediction

）」
で
は
な
く
、

い
わ
ば
「
反
予
言
（anti-prediction

）」
だ
っ
た
と
二
〇
一
七
年
の
時
点
で
ア
ト
ウ
ッ
ド
は
語
っ
て
い
た

（A
tw

ood, 2017

）。
未
来
は
そ
も
そ
も
予
測
不
能
な
の
で
予
言
な
ん
て
で
き
な
い
。
だ
か
ら
未
来
を
ど
ん
な

に
詳
細
に
描
い
て
も
、
き
っ
と
そ
の
通
り
に
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
し
か
し
彼
女
の
予

想
は
い
ず
れ
も
外
れ
た
。
一
九
八
四
年
、『
侍
女
の
物
語
』
の
執
筆
当
時
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
社
会
に
存
在

し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
右
派
が
着
実
に
勢
力
を
拡
大
し
、
か
つ
て
や
り
た
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
実
現
で
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き
る
よ
う
な
法
案
を
続
々
と
通
過
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
、

二
〇
二
二
年
六
月
二
六
日
、
ア
メ
リ
カ
で
女
性
が
中
絶
を
す
る
権
利
を
認
め
た
「
ロ
ー
対
ウ
ェ
イ
ド
判
決
」

が
五
〇
年
ぶ
り
に
覆
っ
て
し
ま
っ
た
。
直
後
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
ア
ト
ウ
ッ
ド
は
「
言
っ
た
通
り
で
し

ょ
（I told you so.

）」
と
書
か
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
持
っ
た
自
身
の
写
真
を
投
稿
し
た
（W

illingham

）。

「
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
に
て
、
今
日
に
ぴ
っ
た
り
の
カ
ッ
プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
（C

offee in N
ova Scotia w

ith 
appropriately sloganed coffee cup...

）」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
ら
れ
、
こ
こ
に
も
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
ユ
ー

モ
ア
の
セ
ン
ス
が
光
る
。

二
〇
二
二
年
夏
、
こ
う
し
て
『
侍
女
の
物
語
』
は
ふ
た
た
び
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
る
。
民

主
主
義
国
家
で
あ
る
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
で
、
各
州
が
中
絶
を
違
法
と
す
る
こ
と
を
最
高
裁
が
認
め
る
判
決
が

下
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
た
ち
は
い
わ
ば
〈
侍
女
〉
た
ち
の
よ
う
に
自
分
の
身
体
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
人
が
望
む
タ
イ
ミ
ン
グ
で
望
む
数
だ
け
の
子
を
も
つ
こ
と
を
保
証
す

る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
（
セ
ク
シ
ャ
ル
／
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
：
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）
と
い
う
基
本
的
人
権
の
一
つ
を
剝
奪
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
と
共
和
党
政

権
と
の
癒
着
の
危
険
性
を
か
ね
て
か
ら
訴
え
て
き
た
映
画
監
督
の
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
は
五
月
初
め
に
「
ロ

ー
対
ウ
ェ
イ
ド
判
決
」
が
覆
さ
れ
る
見
込
み
と
の
報
道
が
流
れ
た
時
点
で
ア
メ
リ
カ
を
「〈
侍
女
〉
の
国
（A

 
H

andm
aid’s C

ountry

）」
と
呼
び
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
描
い
た
強
制
出
産
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
と

嘆
い
た
（M

oore

）。

『
侍
女
の
物
語
』
を
ふ
た
た
び
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
（M

ake The H
andm

aid’s Tale Fiction A
gain

）
―
―
ト

ラ
ン
プ
政
権
ス
タ
ー
ト
以
降
、
連
呼
さ
れ
て
き
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
虚
し
く
、
ア
メ
リ
カ
は
確
実
に
右
傾
化
し
、
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歴
史
を
逆
行
し
て
い
る
よ
う
だ
。『
侍
女
の
物
語
』
の
な
か
で
、
オ
ブ
フ
レ
ッ
ド
は
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
て

国
会
が
機
銃
掃
射
さ
れ
、
軍
隊
が
非
常
事
態
宣
言
を
す
る
と
い
う
大
異
変
が
起
こ
っ
た
時
点
で
「
彼
ら
は
そ

れ
を
イ
ス
ラ
ム
教
の
狂
信
者
た
ち
の
仕
業
だ
と
言
っ
て
い
た
」（174 

三
一
七
）
と
回
想
す
る
。
そ
の
ク
ー

デ
タ
ー
を
境
に
、
女
性
た
ち
は
精
神
、
身
体
、
経
済
、
政
治
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
自
由
と
権
利
を
剝

奪
さ
れ
、
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
時
代
に
突
入
す
る
。
九
・
一
一
の
前
に
も
後
に
も
政
治
的
な
暴
力
行
為
と
い

え
ば
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
た
ち
が
起
こ
す
も
の
と
い
う
偏
見
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
は
広
く
浸
透
し
て
い
る

が
、
実
は
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
た
ち
も
一
部
は
極
め
て
過
激
で
、
信
仰
の
た
め
に
は
武
力
を
以
っ
て
戦

う
こ
と
も
厭い
と

わ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
新
興
宗
教
団
体
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
福
音
宣
教
会
の

キ
ャ
ン
プ
映
像
を
題
材
に
、
ア
メ
リ
カ
の
共
和
党
政
権
の
支
持
基
盤
と
な
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の

活
動
を
扱
っ
た
二
〇
〇
六
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ジ
ー
ザ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
〜
ア
メ
リ
カ
を
動
か
す

キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
〜
』
で
は
、
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
神
様
の
軍
隊
で
献
身
的
な
兵
士
に
な
る
よ
う

に
と
の
洗
脳
教
育
を
施
さ
れ
、
音
楽
、
説
教
を
通
じ
た
熱
狂
的
な
ト
ラ
ン
ス
状
態
の
な
か
で
聖
霊
降
臨
を
体

験
し
、
中
絶
の
残
忍
さ
を
学
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
政
権
交
代
直
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
二
〇
二
〇
年
秋
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
リ
ベ

ラ
ル
派
の
ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
判
事
の
後
任
と
し
て
、
人
工
中
絶
に
反
対
す
る
保
守
派

の
エ
イ
ミ
ー
・
コ
ー
ニ
ー
・
バ
レ
ッ
ト
判
事
を
最
高
裁
判
事
に
指
名
し
た
。
最
高
裁
判
事
に
お
け
る
保
守
対

リ
ベ
ラ
ル
の
構
成
を
六
対
三
で
圧
倒
的
に
保
守
に
傾
け
る
こ
と
で
、
司
法
を
思
い
通
り
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
の
布
石
で
あ
っ
た
。
そ
の
バ
レ
ッ
ト
判
事
が
所
属
し
て
い
る
と
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
系
カ
ル
ト
集

団
「
崇
拝
の
人
々
（People of Praise

）」
は
一
九
七
〇
年
代
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
サ
ウ
ス
ベ
ン
ド
に
設
立
さ
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れ
た
団
体
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
儀
礼
に
、
異
言
や
信
仰
療
法
と
い
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

派
の
儀
礼
を
掛
け
合
わ
せ
て
い
る
。
各
メ
ン
バ
ー
に
は
「
長
」
と
呼
ば
れ
る
教
育
係
が
割
り
当
て
ら
れ
、
精

神
的
助
言
や
指
導
を
受
け
る
が
、
過
去
に
は
女
性
の
長
が
「
侍
女
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
九
八
五

年
、『
侍
女
の
物
語
』
の
出
版
を
機
に
改
名
さ
れ
た
と
い
う
。
ア
ト
ウ
ッ
ド
自
身
は
「
崇
拝
の
人
々
」
か
ら

の
影
響
へ
の
言
明
は
避
け
て
い
る
が
、
同
様
に
女
性
を
「
侍
女
」
と
呼
ぶ
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
カ
ト
リ
ッ

ク
団
体
「
希
望
の
人
々
（People of H

ope

）」
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
こ
と
は
認
め
て
い
る

（D
ickson

）。

二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で
配
信
さ
れ
て
い
る
記
録
映
画
『
我
々
の
父
親
（O

ur 
Father

）』
は
、
一
九
八
〇
年
前
後
の
十
数
年
に
わ
た
り
、
不
妊
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
患
者
た
ち
に
医
師
ド
ナ
ル

ド
・
ク
ラ
イ
ン
が
精
子
提
供
者
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
な
く
自
分
の
精
子
を
ば
ら
撒
き
、
結
果
、
近

隣
に
同
じ
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
た
兄
弟
姉
妹
が
一
〇
〇
人
近
く
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
一
大
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
を
扱
っ
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ン
の
そ
の
行
為
は
、
避
妊
を
禁
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
子
ど
も
を
増
や

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
で
の
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
宗
教
的
カ
ル
ト
の
「
ク
イ
ヴ
ァ
ー
フ
ル
運
動

（Q
uiverfull M

ovem
ent

）」
の
思
想
に
根
ざ
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（Felbin

）。
こ
の
運
動
は
極
め
て
白
人
中

心
主
義
的
で
、
ク
ラ
イ
ン
も
金
髪
、
青
い
瞳
の
ア
ー
リ
ア
系
白
人
を
増
や
す
こ
と
に
執
着
し
て
い
た
。
ク

イ
ヴ
ァ
ー
フ
ル
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
女
性
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
若
い
女
性
た
ち
は
「
主
の
侍
女
（the 

Lord’s handm
aiden

）」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
暮
ら
し
は
『
侍
女
の
物
語
』
の
世
界
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
背
後
に
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
の
最
大
の
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
団
体
、
ジ
ェ
リ
ー
・
フ
ァ
ル
エ
ル
が

創
始
し
た
「
モ
ラ
ル
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（M

oral M
ajority

）」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（H

aettinger

）。
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二
〇
二
三
年
、『
侍
女
の
物
語
』
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
問
う

二
〇
二
一
年
一
月
六
日
に
起
き
た
、
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
の
大
統
領
選
で
の
勝
利
と
い
う
結
果
を
受
け
入

れ
な
い
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
の
支
持
者
た
ち
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
議
事
堂
の
襲
撃
は
、
未
遂
に

終
わ
っ
た
も
の
の
、
ま
さ
に
〈
ヤ
コ
ブ
の
息
子
た
ち
〉
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
彷
彿
と
さ
せ
る
事
件
だ
っ
た
。

二
〇
世
紀
後
半
、
新
自
由
主
義
的
な
成
功
モ
デ
ル
を
掲
げ
、
多
様
性
と
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
づ
く
り
の
模
範
を

世
界
に
示
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
〈
帝
国
ア
メ
リ
カ
〉。
そ
の
国
が
、
長
引
く
不
況
、
広
が
り
続

け
る
経
済
格
差
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
、
解
消
す
る
こ
と
の
な
い
人
種
、
民
族
間

の
軋
轢
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
ま
つ
わ
る
偏
見
と
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
直
面
す
る
な
か
で
、
今
後
、
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
よ
う
な
神
権
国
家
へ
の
一
途
を
辿た
ど

っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
者
た
ち
が
目
指
す
夢
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
か

ら
見
る
と
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
悪
夢
と
化
す
。
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
一
九
八
〇
年
代
に
憂う
れ

え
て
い
た
こ
と
が
つ
ぎ
つ

ぎ
と
リ
ア
ル
な
現
実
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
二
〇
二
三
年
の
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
は
『
侍
女
の

物
語
』
を
再
読
し
、
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
問
い
、
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
声
を
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
予
言
者
ア
ト
ウ
ッ
ド
は
『
侍
女
の
物
語
』
で
描
い
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
そ
の
先
の
「
未
来
へ
の
希

望
」
も
準
備
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
続
編
『
誓
願
』
と
な
る
。『
侍
女
の
物
語
』
と
『
誓
願
』
の
二
部

作
は
、
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
と
い
う
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
経
験
し
、
乗
り
越
え
た
女
性
た
ち
の
連
帯
に
よ
る
サ
バ

イ
バ
ル
の
物
語
で
あ
り
、
リ
デ
ィ
ア
小
母
、
オ
ブ
フ
レ
ッ
ド
、
そ
の
娘
た
ち
（
ア
グ
ネ
ス
と
ニ
コ
ー
ル
）
に
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よ
る
い
わ
ば
女
性
の
三
代
記
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
壮
大
な
物
語
と
と
も
に
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
紡
ぎ
出
す
豊
か
な
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
味
わ
い
、
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
集
の
冒
頭
の
エ
ッ
セ
イ
「『
侍
女
の
物
語
』
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

か
？
」
で
ア
ト
ウ
ッ
ド
自
身
が
問
う
て
い
る
よ
う
に
、『
侍
女
の
物
語
』
を
単
な
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ

ス
ト
ピ
ア
の
一
例
に
還
元
し
、
矮
小
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
二
三
年
に
お
け
る
ア
ク
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
と
と
も
に
、
精
読
を
通
し
て
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
二
作
品
『
侍
女
の
物
語
』
と
『
誓
願
』
が
喚
起
す

る
「
読
み
の
可
能
性
の
広
が
り
」
を
探
り
、
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
豊
潤
さ
、
深
み
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
。

そ
れ
こ
そ
が
本
論
集
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
の
構
成

本
書
は
一
〇
篇
の
論
考
（
一
篇
の
翻
訳
を
含
む
）
と
二
篇
の
付
論
、
二
篇
の
コ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

独
裁
者
小
説
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
記
憶
研
究
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
／
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
、
ケ
ア
論
、
声
と
語

り
、
身
体
論
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
小
説
、
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
Ｓ
Ｆ
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
―
―
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
を
生
か
し
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
二
部
作
を
読
み
解
い
た
論
文
集
、
い
わ
ば
二
〇
二
三

年
に
お
け
る
『
侍
女
の
物
語
』
論
集
の
「
決
定
版
」
を
お
届
け
す
る
。

ま
ず
は
冒
頭
に
一
九
九
八
年
一
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
講

演
「『
侍
女
の
物
語
』
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
か
？
（“The H

andm
aid’s Tale: A

 Fem
inist 

D
ystopia?”

）」
の
邦
訳
を
掲
載
し
、
本
書
全
体
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
。
こ
こ
で
ア
ト
ウ
ッ
ド
は

「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
」「
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
／
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
定
義
を
試
み
、
広
範
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
／
デ
ィ
ス
ト
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ピ
ア
の
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
な
か
に
『
侍
女
の
物
語
』
を
位
置
づ
け
る
。
た
だ
し
こ
の
講
演
か
ら

す
で
に
四
半
世
紀
の
と
き
が
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
そ
の
後
の
動
向
な
ど
が
中
村
解
題
で
詳
述
さ
れ
る
。

そ
の
う
え
で
、
全
体
を
「
Ⅰ　

ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
リ
ア
ル
」
と
「
Ⅱ　

女
性
の
身
体
／
連
帯
」
の
二

部
構
成
と
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
テ
ク
ス
ト
の
精
緻
な
読
解
を
提
示
す
る
。
逆
説
的
な
が
ら
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
の

『
侍
女
の
物
語
』『
誓
願
』
は
そ
の
「
政
治
的
」
な
内
容
、
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
る
こ

と
で
、
文
学
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
綿
密
な
読
解
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ

で
「
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
リ
ア
ル
」
と
し
た
第
一
部
で
は
、
自
分
の
作
品
に
描
い
た
出
来
事
の
な
か
に
「
実

際
の
歴
史
上
で
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
一
つ
も
な
い
」
と
い
う
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
テ
ク
ス
ト
の
リ
ア
ル
さ
を

「
独
裁
者
」「
生
政
治
」「
記
憶
・
歴
史
」「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
裏
書
き
し
つ
つ
、
テ
ク
ス

ト
精
読
へ
の
接
続
を
試
み
る
。
そ
し
て
第
二
部
で
は
「
女
性
の
身
体
／
連
帯
」
に
着
目
し
、「
ケ
ア
・
サ
イ

ボ
ー
グ
」「
声
・
語
り
」「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」「
異
性
愛
／
レ
ズ
ビ
ア
ニ
ズ
ム
」「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
Ｓ
Ｆ
」

「
母
性
／
代
理
母
」
と
い
っ
た
一
定
の
テ
ー
マ
に
沿
い
な
が
ら
、
物
語
の
技
法
、
修
辞
、
イ
メ
ー
ジ
に
も
注

目
し
た
丁
寧
な
解
釈
を
提
示
す
る
。
付
論
と
コ
ラ
ム
で
は
、
二
部
作
の
理
解
を
助
け
る
地
図
、
国
内
外
の
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
Ｓ
Ｆ
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
作
品
、
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
で
は

九
篇
の
論
文
と
二
篇
の
付
論
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
す
る
。

   

Ⅰ
　
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
リ
ア
ル

奥
畑
論
文
は
、
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
と
い
う
独
裁
者
不
在
の
独
裁
神
権
国
家
で
、
リ
デ
ィ
ア
が
「
女
性
独
裁

者
」
と
し
て
権
力
の
中
枢
に
君
臨
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
英
語
圏
の
独
裁
者
小
説
の
系
譜
と
の
関
わ

り
、
特
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
『
一
九
八
四
年
』
の
〈
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
〉
と
の
比
較
か
ら
、
リ
デ
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ィ
ア
の
特
異
性
を
「
弱
い
独
裁
者
」
と
い
う
言
葉
で
定
義
す
る
。
そ
の
「
弱
さ
」
は
、
女
性
た
ち
を
管
理
す

る
「
ビ
ッ
グ
・
シ
ス
タ
ー
」
と
し
て
の
立
場
と
そ
れ
を
打
ち
破
ろ
う
と
す
る
「
女シ

ス

タ

ー

フ

ツ

ド

性
た
ち
の
連
帯
」
へ
の
共

感
と
の
間
で
揺
れ
動
く
自
己
矛
盾
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
独
裁
者
と
し
て
「
弱
く
」
あ
る
こ
と
こ
そ
が
、
独

裁
制
を
そ
の
内
部
か
ら
自
壊
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
に
も
な
る
。
独
裁
者
の
顔
を
し
た
独
裁
制
の
破
壊
者
リ
デ

ィ
ア
の
支
配
の
あ
り
方
を
精
緻
に
読
み
解
い
て
い
る
。

安
保
付
論
は
、
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
転
覆
を
導
い
た
侍
女
オ
ブ
フ
レ
ッ
ド
、
そ
の
娘
の
異
父
姉
妹
ア
グ

ネ
ス
と
ニ
コ
ー
ル
の
逃
亡
劇
の
ル
ー
ト
を
地
図
上
に
辿
り
な
が
ら
、
そ
の
支
援
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

麻
薬
や
酒
な
ど
の
密
売
組
織
の
活
動
拠
点
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
国
境
近
く
の
緩
衝
地
帯
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
組
織
が
、
か
つ
て
奴
隷
の
逃
亡
を
支
援
し
た
「
地
下
鉄
道
」
を
モ
デ
ル
に
描
か

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
最
大
の
支
援
者
で
あ
る
リ
デ
ィ
ア
小
母
が
そ
の
地
帯
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

加
藤
論
文
は
、
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
頭
脳
集
団
〈
ヤ
コ
ブ
の
息
子
た
ち
〉
の
メ
ン
バ
ー
に
リ
ン
プ
キ
ン
と

い
う
社
会
生
物
学
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
彼
が
「
暗
号
」
で
ギ
レ
ア
デ
初
期
の
歴
史
を
記
録
し

て
い
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
女
王
バ
チ
の
み
が
生
殖
能
力
を
持
ち
、
そ
の
他
の
雌
バ
チ
は
働
き
バ
チ
と
い
う

ミ
ツ
バ
チ
社
会
の
よ
う
に
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
を
見
立
て
て
社
会
生
物
学
者
が
影
で
支
配
し
て
い
た
可
能
性
を

探
る
。
一
九
七
五
年
の
社
会
生
物
学
論
争
で
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
と
リ
ベ
ラ
ル
な
生
物
学
者
た
ち
と
の
政
治

的
な
対
立
、
昆
虫
学
者
の
父
と
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
関
わ
り
、
進
化
論
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
優
生
学
と
の

比
較
の
な
か
で
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
支
配
体
制
、
生
バ
イ
オ
ポ
リ
テ
イ
ク
ス

政
治
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
。

三
村
論
文
は
、
オ
ブ
フ
レ
ッ
ド
、
リ
デ
ィ
ア
、
ア
グ
ネ
ス
、
ニ
コ
ー
ル
が
、
忘
却
の
波
や
女
性
に
対
す
る
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ギ
レ
ア
デ
の
支
配
的
・
抑
圧
的
な
構
造
に
抗
っ
て
過
去
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
保
持
お
よ
び
伝
達
し
よ
う
と

す
る
行
為
が
示
す
も
の
、
彼
女
た
ち
の
物
語
が
縒よ

り
合
わ
さ
れ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
形
成
す

る
様
を
、
近
年
の
記
憶
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
丁
寧
に
検
証
す
る
。
記
憶
と
語
り
、
叙
述
の
改
変
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
意
味
を
探
る
と
と
も
に
、『
誓
願
』
の
物
語
が
リ
デ
ィ
ア
の
像
に
は
じ
ま
り
、
自
身
に
つ

い
て
語
る
言
葉
を
持
た
な
か
っ
た
ベ
ッ
カ
を
含
め
た
彫
像
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
も
問
い

直
す
こ
と
で
、
記
憶
の
叙
述
が
共
有
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。

中
村
論
文
は
、『
侍
女
の
物
語
』
二
部
作
と
そ
の
間
に
発
表
さ
れ
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
作
品
で
あ
る
マ
ッ
ド

ア
ダ
ム
三
部
作
（『
オ
リ
ク
ス
と
ク
レ
イ
ク
』、『
洪
水
の
年
』、『
マ
ッ
ド
ア
ダ
ム
』）
の
五
作
品
を
包
括
的
に
、

ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
、
家
畜
化
、
エ
コ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
っ
た
観
点
か
ら
論
じ
る
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。

科
学
技
術
に
よ
る
生
態
系
の
改
変
と
不
老
不
死
の
達
成
に
向
け
た
人
類
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
そ
し
て
人
工

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
人
類
の
絶
滅
と
、
そ
れ
を
生
き
延
び
た
者
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
と
い
っ
た
、

ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
的
な
モ
チ
ー
フ
が
風
刺
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
た
『
オ
リ
ク
ス
と
ク
レ
イ
ク
』、『
洪
水
の

年
』、『
マ
ッ
ド
ア
ダ
ム
』
の
三
部
作
と
『
侍
女
の
物
語
』
二
部
作
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
な
読
解
を
通
し
て
、

人
新
世
に
お
け
る
主
体
性
の
問
題
に
切
り
込
む
。

   

Ⅱ
　
女
性
の
身
体
／
連
帯

小
川
論
文
は
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
描
い
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
現
実
と
地
続
き
と
考
え
、
二
部
作
に
現
実
社
会

の
変
容
を
如
実
に
表
す
物
語
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
「
ケ
ア
労
働
者
」
た
る
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
的
「
サ

イ
ボ
ー
グ
」
や
ル
゠
グ
ィ
ン
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
想
像
力
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
時
代
の
趨
勢
と
と
も
に
、

女
に
よ
る
孤
高
の
闘
い
の
物
語
か
ら
、
女
た
ち
の
連
帯
の
物
語
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
経
緯
が
、「
自
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己
」
の
外
、
す
な
わ
ち
「
他
者
」
に
意
識
を
向
け
て
い
く
ケ
ア
の
目
覚
め
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
、
ア
ト
ウ

ッ
ド
の
物
語
の
力
こ
そ
が
女
性
差
別
に
無
自
覚
な
社
会
に
そ
の
苦
難
を
知
ら
し
め
、「
他
者
」
の
役
割
を
背

負
わ
さ
れ
て
い
る
女
性
た
ち
に
新
し
い
未
来
を
想
像
す
る
た
め
の
力
の
源
泉
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

生
駒
論
文
は
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
と
シ
ェ
リ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
物
語
を
、
身
体
を
蹂
躙

さ
れ
差
別
さ
れ
た
者
に
よ
る
抵
抗
と
告
発
、
主
権
の
奪
回
の
物
語
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ
で
描
か
れ
る
分

断
・
対
立
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
密
か
な
共
闘
の
試
み
を
読
み
解
く
。『
フ
ラ
ン
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
物
語
で
は
創ク
リ
ー
チ
ヤ
ー

造
物
が
た
っ
た
ひ
と
り
で
孤
独
に
抵
抗
し
た
が
、
女
性
た
ち
の
語
り
で

構
成
さ
れ
た
『
誓
願
』
で
は
、
多
く
の
人
間
の
連
帯
と
集
合
的
努
力
に
よ
る
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
の
崩
壊
が
描

か
れ
る
。
彼
女
た
ち
の
声
が
語
ら
れ
、
記
録
さ
れ
る
こ
と
で
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
未
来
に
届
け
ら
れ
、

そ
の
成
功
の
物
語
は
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
希
望
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

渡
部
論
文
は
、
ま
ず
『
侍
女
の
物
語
』
出
版
直
後
、
オ
ブ
フ
レ
ッ
ド
を
「
地
味
す
ぎ
る
ヒ
ロ
イ
ン
」
と
す

る
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
鍵
は
二
つ
の
ロ
マ
ン
ス
で

あ
っ
た
と
分
析
す
る
。
一
つ
は
映
画
版
で
中
心
的
に
扱
わ
れ
た
ニ
ッ
ク
と
の
異
性
愛
ロ
マ
ン
ス
、
い
っ
ぽ
う

は
侍
女
の
世
界
で
構
築
さ
れ
た
モ
イ
ラ
、
オ
ブ
グ
レ
ン
、
そ
し
て
フ
レ
ッ
ド
に
仕
え
た
侍
女
の
前
任
者
と
の

女
同
士
の
関
係
で
、
そ
れ
ら
を
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ロ
マ
ン
ス
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
『
誓
願
』
に
お
け
る
ア
グ
ネ
ス

に
告
げ
た
ベ
ッ
カ
の
一
言
「
こ
れ
ま
で
に
愛
し
た
の
は
あ
な
た
だ
け
」
に
集
約
さ
れ
る
女
同
士
の
絆
が
ギ
レ

ア
デ
消
滅
に
繫
が
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。

小
谷
論
文
は
、
ま
ず
一
九
八
〇
年
代
ジ
ャ
ン
ル
Ｓ
Ｆ
界
が
ハ
イ
テ
ク
を
め
ぐ
る
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
運
動
と

い
う
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
沸
き
立
ち
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
Ｓ
Ｆ
が
や
や
下
火
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
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た
時
代
の
趨
勢
の
な
か
で
、
ジ
ャ
ン
ル
外
作
家
の
作
品
と
し
て
『
侍
女
の
物
語
』
が
登
場
し
た
際
、
ど
う
受

け
止
め
ら
れ
た
か
、
そ
の
時
代
の
先
端
を
駆
け
抜
け
た
自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
詳
述
す
る
。
そ
の
う
え

で
二
部
作
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
性
差
別
的
世
界
観
の
関
係
性
を
鋭
く
映

し
出
す
洞
察
に
溢あ
ふ

れ
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
Ｓ
Ｆ
で
あ
る
と
同
時
に
、
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
か
ら
離
脱
し
、
新
世
界
が

女
性
の
手
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
創
造
さ
れ
て
い
く
か
を
示
唆
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
Ｓ
Ｆ
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
越
境
性
を
あ
ら
た
め
て
評
価
し
て
い
る
。

髙
村
論
文
は
、
ド
ラ
マ
版
『
ハ
ン
ド
メ
イ
ズ
・
テ
イ
ル
／
侍
女
の
物
語
』
で
描
か
れ
た
三
人
の
女
性
の
母

性
と
代
理
出
産
の
あ
り
方
を
問
う
。
原
作
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
な
い
シ
ー
ズ
ン
２
以
降
で
は
、

〈
侍
女
〉
の
代
理
出
産
で
母
に
な
ろ
う
と
す
る
司
令
官
の
〈
妻
〉
セ
リ
ー
ナ
は
最
後
に
懐
妊
し
、
同
性
愛
者

の
モ
イ
ラ
は
ギ
レ
ア
デ
共
和
国
成
立
以
前
に
報
酬
を
目
当
て
に
代
理
出
産
を
す
る
。
そ
し
て
ギ
レ
ア
デ
成
立

前
に
授
か
っ
た
ハ
ン
ナ
、
侍
女
と
し
て
出
産
し
た
ニ
コ
ー
ル
を
国
家
お
よ
び
フ
レ
ッ
ド
夫
妻
に
奪
わ
れ
た
ジ

ュ
ー
ン
の
母
性
愛
が
復
讐
心
に
変
わ
る
様
が
丁
寧
に
描
か
れ
る
。
本
論
文
は
ド
ラ
マ
版
で
「
母
」
的
な
も
の

が
絶
対
視
さ
れ
、
女
性
登
場
人
物
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
「
母
性
」
を
持
つ
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
が

視
聴
者
に
息
苦
し
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
点
も
忘
れ
て
い
な
い
。
ド
ラ
マ
版
が
見
た
く
な
る
鮮
や
か
な
代
理

母
論
で
あ
る
。

ヴ
ュ
ー
ラ
ー
付
論
は
、『
侍
女
の
物
語
』
が
、
恐
怖
と
絶
望
を
物
語
化
し
て
恐
ろ
し
い
悪
夢
と
し
て
描
き

つ
つ
も
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
同
時
代
の
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
Ｓ
Ｆ
が
、
最
初
か
ら
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
色
彩
が
強
か
っ
た
点
に
着
目
す
る
。
鈴
木
い
づ
み
「
女
と
女
の
世

の
中
」、
倉
橋
由
美
子
『
ア
マ
ノ
ン
国
往
還
記
』
に
お
け
る
異
性
愛
規
範
の
両
義
的
な
再
生
産
、
笙
野
頼
子
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『
水
晶
内
制
度
』
の
主
人
公
の
性
的
指
向
に
関
す
る
曖
昧
さ
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
目
標
で
あ
る
家
父
長
的

ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
の
克
服
を
達
成
せ
ず
、
異
性
愛
規
範
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
に
コ
ラ
ム
で
は
、
論
文
で
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
内
容
が
補
わ
れ
る
。
中
村
コ
ラ
ム
は
性
別
二
元

論
が
い
か
に
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
か
を
示
す
『
侍
女
の
物
語
』
関
連
の
英
米
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ

ア
小
説
―
―『
鉤
十
字
の
夜
』『
パ
ワ
ー
』『
声
の
物
語
』
ほ
か
―
―
が
紹
介
さ
れ
る
。
各
作
品
の
批
評
的
な

論
点
が
丁
寧
に
示
さ
れ
、
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
以
上
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
論
と
な
っ
て
い
る
。
石

倉
コ
ラ
ム
で
は
ド
ラ
マ
版
の
各
シ
ー
ズ
ン
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
が
満
載
で
あ
る
。
髙
村
論
文
と
あ
わ
せ
て
読
ま

れ
た
い
。

＊ 

＊ 

＊

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、「
ロ
ー
対
ウ
ェ
イ
ド
判
決
」
転
覆
、
元
首
相
の
暗
殺
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
崩
御
、
三
〇
数
年
ぶ
り
の
円
安
、
物
価
上
昇
―
―
二
〇
二
〇
年
代
に
入
っ
て
日
本
で
、

世
界
で
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、
そ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
も
の
を
わ
た
し
た
ち
は
つ

ぎ
つ
ぎ
に
失
っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
、
環
境
破
壊
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
そ
う
遠
く
な

い
将
来
に
地
球
さ
え
失
い
か
ね
な
い
。
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
事
態
に
無
力
感
、
虚
無
感
に
襲

わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
、
本
書
の
論
考
を
読
む
と
、
ど
ん
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
状
況
に
あ
っ

て
も
、
新
た
な
視
点
を
持
っ
て
み
れ
ば
、
違
っ
た
世
界
が
見
え
て
き
て
、
生
き
て
い
く
勇
気
が
湧
い
て
く
る

―
―
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
の
筆
力
に
よ
る
部
分
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も
大
き
い
が
、
何
よ
り
も
ア
ト
ウ
ッ
ド
の
テ
ク
ス
ト
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
命
力
に
よ
る
も
の
だ
と
感
じ

て
い
る
。
基
本
的
な
人
権
を
奪
わ
れ
、
虐
げ
ら
れ
、
い
か
な
る
屈
辱
的
な
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
状
況
、
極
限
状

態
に
置
か
れ
て
も
、
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
描
く
女
性
た
ち
は
仲
間
た
ち
と
助
け
合
い
、
必
ず
前
を
向
い
て
、
未
来

へ
の
希
望
を
失
わ
ず
に
生
き
延
び
て
い
く
か
ら
。
と
き
に
は
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
忘
れ
ず
に
。

「
奴
ら
に
虐
げ
ら
れ
る
な
（“N

olite te bastardes carborundorum
”

）」　　
　
（『
侍
女
』292 

五
二
八
）
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